
氏名 丸田　健

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目
・人間学Ⅰ

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

博物館委員会委員、就職委員会委員、キャリア教育委員会委員、教務委員会委員（初年次）、FD
委員会委員。
共通教育機構 初年次教育ワーキンググループメンバー（代表）、共通教育機構 旧主題担当（哲
学）。
ソフトテニス部、硬式庭球部、顧問。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

共通教育機構に所属し、教養科目の講義（哲学・思想関連）を主に担当している。

奈良大学令和4年度WEB令和館講座　第5回　「民藝はいま、何を与えるか」
（公開期間：2022年10月20日（木）～2023年1月20日（金）16：00）

大阪大学大学院人間科学研究科人間学専攻博士後期課程単位取得退学

MPhil (Wales)、博士（人間科学、大阪大学）

哲学、人間学

最終学歴

　【研究上の特記事項】
①後期ヴィトゲンシュタイン哲学（特に彼の「心理学の哲学」の領域）の研究を行っている。
②「物」という観点から人間を捉えることも試みている。

令　和　４　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

科学基礎論学会、日本科学哲学会、日本哲学会、関西哲学会

ヴィトゲンシュタイン研究、「人と物」研究

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

授業科目

学部担当科目

・哲学・思想Ⅰ（一）（二）
・哲学・思想Ⅱ（一）（二）
・倫理学（一）（二）
・人間学Ⅰ（一）（二）
・人間学Ⅱ（一）（二）
・現代社会と哲学（一）（二）
・現代社会と倫理（一）（二）
・基礎演習Ⅰ



単著

単著

『奈良大学紀要』第51
号

『科学哲学』55巻2号

2023年2月

2023年3月

1-16頁。柳宗悦の民藝思想を辿り、現
代に通じる民藝の意義を考察した。

111-132頁。『哲学探究』の私的言語論
に、二次的意味の観点からの再解釈を
与えた。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①「民藝は、いま何を与えるか」

②「私的言語論と二次的意味」

（学会発表）

（その他）


